
学校体育施設開放事業の
WEBプラットフォーム構築によるスマート化
～松戸市でのトライアルで見えてきた未来像～



1.学校体育施設開放事業の
現状課題



学校体育施設開放事業について45自治体へ調査を行い、
83%の自治体（行政）が業務過多、効率に関して不満を
持っていることが分かった
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1.学校体育施設開放事業の現状課題

5自治体：

11%

3自治体：7%
学校体育施設開放事業の現状について N=45

1. 改善を希望している

2.不満はない

3.システム導入済み

38自治体：83%
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団体登録管理
利用報告の管理が大変

利用者の調整
スケジュール管理に
手間がかかる

利用する際手続きが多い
鍵を取りに行くのが
面倒

・団体登録の管理

・利用報告管理(手入力)

・書類の郵送

・納付書の発行

・共有事項連絡・・etc

・利用時間の調整

・空き状況の管理

・電話問い合わせ対応

・共有事項連絡

・鍵の管理・・etc

・毎月の調整会議参加

・毎月の利用申請(手書き)

・鍵の貸し借り

・利用日誌の記入・・etc

利用者学校自治体

非効率
業務過多

1.学校体育施設開放事業の現状課題



2.本事業の趣旨・目的
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学校体育施設開放事業に特化したWEBプラットフォームを
構築の上、団体登録から利用申請、報告書の提出、
鍵の管理まで一元化させたモデルを段階的に構築する

利用者学校

自治体
団体登録

使用料の支払い

利用申請
スケジュール管理

利用報告書の提出
共有事項の通知

鍵の管理

2.本事業の趣旨・目的

クラウド上で申請・報告
鍵の管理を可能とする
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構築したWEBプラットフォームとスマートロックを連動させ、
予約している時間帯は解錠できるよう権限を付与する

スマホで解錠・施錠

① ペーパーレス

③ 人件費削減

② 業務軽減

④ キーレス

利便性の向上

2.本事業の趣旨・目的



3.本事業の実証内容



千葉県松戸市の10学校、120団体で
トライアル運用を実施
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教育委員会生涯学習部
スポーツ課

運営委員会
(各学校ごとに設置)

運営委員会
(各学校ごとに設置)

利
用
団
体
A

利
用
団
体
B

利
用
団
体
C

利
用
団
体
A

利
用
団
体
B

利
用
団
体
B

3.本事業の実証内容
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申請
確認

許可
最終管理

利用者 運営委員会
(学校)

教育委員会

松戸市の形態

3.本事業の実証内容
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トライアル学校の選定
概要説明

トライアル開始
仕様・課題の洗

い出し

教育委員会ヒアリング
システム構築

トライアル開始
進捗ヒアリング
アンケート実施

10月 12月 1月 3月8月

教育委員会

運営委員会
利用者

検証

課題点の検証
修正スポーツコミュニティ

検証

検証報告

システム導入の周知
トライアル開始
課題・懸念点の
洗い出し

トライアル継続
アンケート入力

トライアル継続
フィードバック

3.本事業の実証内容

松戸市トライアルのロードマップ



システム説明会の実施 / 報告・意見交換会の実施
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3.本事業の実証内容
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＜従来＞
エクセル、紙で申請・管理

＜トライアル＞
デジタル申請・管理

3.本事業の実証内容

(1) 利用団体登録



(2)予約申請・許可のスマート化
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利用者はスマートフォンで
スポット予約の申請

運営委員会担当者が
利用調整のうえ許可

3.本事業の実証内容
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各利用団体は予約した時間帯のみ鍵の権限が付与され、

株式会社アート様
「アリゲイト」と

A PI連携

(仮 )施設

3.本事業の実証内容

(3)鍵のスマート化

解錠・施錠が可能となる
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＜従来＞ ＜トライアル＞

エクセル・紙で申請・管理

※スマートフォンからの簡単送信で報告漏れも軽減させる

利用後すぐに送信可能

(4)利用報告書のスマート化

3.本事業の実証内容



4.本事業の実証結果



アンケート結果(利用者)
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8名：22.2%

21名：58.3%

3名：8.3%

3名：8.3%
1名：2.7%

Q1. 本システムをご活用いただき、本システムの
満足度はいかがでしたでしょうか？ N=36

1.大変満足でき、使いや
すかった
2.満足でき、使いやすかっ
た
3.どちらでもない

4.使いにくかった

5.とても使いにくかった

本システム満足度は80%以上と高かったが、
一部使いづらいという意見もあった。
今まで管理できていなかったものをシステムを
活用することで、オンタイムで管理が可能と
なるためご協力して頂く必要がある。

利便性の向上
利用者

4.本事業の実証結果
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50代：学校ごと、団体ごとのTOP画面に備考欄を作成。 学校ごとのルールなどを
共通認識させる目的で作成してほしい。
→今後導入できるよう検討していきます。

70代：報告のたびにパスワードを入力するのが大変

30代：何かお知らせがあった際に、アプリを開かないと内容が分からないのか
アプリを開かなくても携帯に通知として来るのかを知りたいです。
→WEB上での通知機能と登録メールアドレスに2重でお知らせをしています

→WEBでの構築のため、毎回ログインをして頂く必要がございます。
セキュリティ確保のためログインは必須をさせて頂いておりますので、ご了承頂ければと思います。

学校情報の詳細に【備考欄】があるので
こちらに入れてみる

4.本事業の実証結果

アンケート結果(利用者)※ご意見→改善点(抜粋)
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1名：11.1%

1名：11.1％

5名：45.5%

2名：22.2%

Q1. 利用報告書の確認についての操作は
いかがでしたか？ N=9

1.とても使いやすい

2.使いやすい

3.普通

4.使いづらい

5.とても使いづらい

概ね「使いやすい」「普通」といったご意見だが、
一部「使いづらい」という意見もあった
トライアルのため、データ入力、情報変更は権限を
つけたが、今後は運営委員会でも修正できるように
していく必要ある。

運営委員会(学校)自治体

業務軽減
データで管理

4.本事業の実証結果

アンケート結果(運営委員会)※抜粋
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どの点が使いづらいと感じましたか？（例：確認作業を１つ１つしなくてはならない

修正を加えたいときに運営委員会事務局で
修正ができないと利用実態と齟齬が生じ、使いづらいです。
→差戻し機能や修正機能をアップデートしていく予定です

→正しく作成されていない場合は差戻し機能をお使い頂けれ
ばと思います。

利用団体が作成した日々の報告書を確認しなければ
ならないのか？
⇒11月12月の利用団体の報告作成状況はことなるが、
作成されていなくても報告書が確定されてしまう点から疑問を
感じる

利用しなかった日の入力漏れが多いので定期団体にアラートを通知す
るような機能が欲しいです。
→必要な機能かと思っております。改善していきたいと思います。

4.本事業の実証結果

アンケート結果(運営委員会)※ご意見→改善点(抜粋)
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4.本事業の実証結果

鍵のスマート化の検証と課題

今回の実証では学校の門などの屋外に対応ができる【南京錠】タイプで
検証を行った

・同じ自治体でも学校によって利用者の導線が異なるため、
様々なタイプの鍵とシステムの連携をすることが求められる

（暗証番号・キーボックス・シリンダータイプなど）

〇 メリット
・屋外に対応
・低価格で取付可能
・工事が不要

△ デメリット
・設置できる場所が限定される
※開き戸・引き戸の対応が
難しい

◇課題◇



5.本事業の成果によって見えてきた
学校体育施設開放事業の未来像



～松戸市でのトライアルで見えてきた今後の可能性～
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①アナログからデジタルへの移行意識の向上
当初懸念としてあった高齢者によるデジタル化への不安
アンケート調査によれば6 0代～ 7 0代がスマートフォンでの操作を
違和感なく実施していることがわかった

②ペーパーレス化で郵送業務も不要に
申請・許可・報告をスマート化することで、紙面でのやり取りが削減される
ペーパーレスで、郵送代削減・業務軽減に繋がると考えられる

③自治体職員だけではなく、学校教員の働き方改革にも直結
学校開放予定表の可視化、共有事項の一斉通知など、
いままでアナログでしてきた業務をプラットフォームを

活用することで大幅な業務軽減を期待できる

5.学校体育施設開放事業の未来像
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④利用状況のデジタル管理で新規団体の受け入れが可能に
利用状況のデジタル管理により、空き状況の確認
使用していない時間帯が明確化される

⇒新規受け入れしやすい体制を整えることが可能となる

5.学校体育施設開放事業の未来像
～松戸市でのトライアルで見えてきた今後の可能性～

空きあり・・
体育館利用希望団体があれば利用可能
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⑤低予算でも構築・導入が可能
プラットフォームの構築・システム導入の際に

必ず課題となる「予算」
学校体育施設開放事業に特化したプラットフォームのため、
土台は残しつつ全国市町村に沿った仕様に

カスタマイズしていくことで横展開することが可能となる
今後、学校施設利用を有料化する自治体でも低価格で始めることが
可能となる

5.学校体育施設開放事業の未来像
～松戸市でのトライアルで見えてきた今後の可能性～



ご清聴ありがとうございました
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